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１．研究計画の概要 
本研究では動的に状態が変化するようなニ
ューラルネットワークの理論を構築するこ
と目指す。動的なニューラルネットワークと
は、系のダイナミクスが安定平衡点や安定リ
ミットサイクルのような単純なアトラクタ
ーへ収束することを必ずしも前提としない、
ということである。理論の満たすべき性質と
して、「同期」、「パルスによる学習」、「カオ
ス性」の 3 つに着目している。 
このような理論研究はともすれば机上の理
論やコンピュータ上のシミュレーションの
みで話が完結してしまいがちであるため、本
研究では理論研究だけではなく、応用例とし
てロボットの運動制御の実現も目指して研
究を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに得られた理論的な成果としては
以下が挙げられる。 
(1)神経集団において、活動が同期的に起こる
ことがモデル研究においても実験において
も知られている。我々はその同期クラスタの
組 み 換 え を 容 易 に す る 「 弱 い 同 期 
(Stochastic Synchrony）」という現象を見出
した。その発生条件について調べ、論文にま
とめた。 
(2)我々が行っているモデリング研究と実際
の生体内の現象の関係を探るべく、生体の扁
桃体における同期現象のモデル化を実験家
グループとの共同研究により行った。 
(3)大脳皮質に入力が加わらないデフォルト
状態において、集団の活動が動的に変化する
という現象が生体において知られている。こ
の現象に対してモデル化を試み、実験データ
と整合性のあるモデルを構築できた。 

一方、ロボットの運動制御に関しては以下の
成果が得られている。 
(1)ロボットの視覚を実現するための画像処
理システムとして、東芝製の Visconti を選定
し、環境構築と画像処理アプリケーションを
作成した。 
(2)ロボットの各モーターの制御を行う組み
込みシステムとして、BeagleBoard という基
板と、その OS として Android を選定し、環
境構築を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。詳細は項目
２．参照。 
 
４．今後の研究の推進方策 
理論研究についてはこれまでの成果を論文
にまとめる作業を行う。応用である運動制御
については、これまでの環境構築の成果をま
ずは学会発表としてまとめてゆく。最終年度
は理論と応用のリンク付けを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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